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（m）に統一してその面積を拡張し，搾乳牛の

飼養規模も拡大して4頭以上とすることがより

多くの利益をあげる経営設計であることが示さ

れた。

　しかし上述の線型計面では，牧草を除く作物

の生産水準の変動を考慮してないが，特に乳牛

との競合の著しい水稲の反収は，技術改善によ

り増加し得ることも可能であり，庚際にも技術

の改善を行ないつつある。従ってこの結果を適

用するに当っては，こうした与件変動を考慮し

て，適切な経営設計をしなければならないと考．

えられる。また当農場で適用したこの線型計画

の内容にも検討を要する点があり，これらは今

後更に修正：を加えて，実際の経営設計に適用し

ていきたいと考えている。

第18回北海道農業経済学会報告要旨（その二）

田畑輪換経営

と線型計画

｝計譜系闘・レ灘…・’1計醐

道立農試経営部

　千葉誠一

　閏畑輪換と乳牛導入による経

営の発展合理化を日酌に設けら

れた経営試験農場（東旭川町，

ツテf動歩合2．3ノ＼，　経含尋面考資3琵又：，

承田颪積25．7反）の笑績と将来

の；汁顧資料を胴いて，L．P．に

よる営農設講を試み，その実硝

性を検討した。

　結　果；①現段階（計画A）

では乳牛5頭で還元田麺稜力～多

くなるようにf乍付方式汎，皿を

採用する。②牧草反収の増加

（将来の目標一計画B）に伴

ない牧草面稜の多い作付方式田

を採用して乳牛を6頭とする。

③乳牛利益が低下した場合（計

画A’．B’）は乳牛頭数を減少し

て水稲講積を拡張する。

　実用性；これらの結果は当農

場で実際に行ってきた営農設計

と暴本的に轍～致しているの

で，　更をご検討をカμえると二・　実際

に遙胴し得るであろ％
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農機具更新
の経済分析

北大農経
　飯島源次郎

　駿業機械化の進展は畜力と機

械力との代替を健進し労働生露嚢

性の上昇を指向するものではあ

るが，必らずしも経営の実態に

即した機械の選択導入がなされ

てをらず，むしろ過剰投資の傾

向すらある。しかも戦時から戦

後にかけて導入された機械は既

に更二期に達しているが，それ

らの経済的更籍に関する判断蓋

準は不明確である。従って本研
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究では，農用トラクターの侠粥

時間を函数とした修理費曲線を

機諏別に上灘し，それと賃借料

を基礎とした収入曲線との関係

から最遍利用点を分析した。

　更に自動耕転機及び発動機に

ついては，一般帯場における中

古品の売買価格に基づいて夫々

残存価格比曲線を計測して更漸

適期の考察をなしたG又農林省

の定率減価償却方式と実際売買

上における残存価格比曲線との

対比により，経済的更新の鱗r

基準としての妥当性を比較検討

した。

採草放牧地をめぐ

る農地交換分合

北大農経

　：大沼盛男

　日本農業の経営耕地の分散的

弓細土地所有を克駅する農地集

二化事業は，農業経営の合理化

という側翫より，戦後数多くの

事例調査獅究が続砂られてい

る。ここでは低位生礎地帯にお

ける農地交換分合が採窮，放牧

地の交換趣i・心として酪農化へ

の経営転換を意図した地区（早

来町）の事例によって検討を加

えた。この地域の分合は，零細

農の克服，酪農化を日的とし，

それ故分合形式も異藏穂連鎖輪

換（網状交換）であり，耕地移動

率もかなり高いものであった，

（地区移動率農家8G％，農地45

％）点に特殊牲を慮していた。

　この特殊性は部落をめぐる前

史酌なミ民有未・既墾地解放運

動ミ地主綱の學期の後退に伴う
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旧い歓会関係の稀薄さに支えら

れている一つの歴史的必然でも

あった。　叉その推進の原動力

は，むらの生産力の中核酌担い

手たる乳牛導入農罠暦に支えら

れた推進指導贋の進歩酌ヘゲモ

ユーによるものであった。

　その経営酌効果も，調整用地

確保（約80町）による増反：が，

単に一次的集団化現象（窪地数

及び距離の減少）に疏らず，耕

地規膜の拡大　（～戸平均約6

反）を遍じて土地利用の増大

（未利用耕地の利用化）経営組

織の変華（採草地より牧軸契へ

の転換，復含部門の強化等の集

約fヒ現象）をも意味している。

その効果の経営形態及び階層的

格差は，局部的，段階的ではあ

ったが，総体酌には，混同農中

層以上層及び酪農下暦には，主

としてrヒ地条件整備による酪農

化への経営基盤の確立に機能し

たし，叉，混嗣農上期，酪農中

層以上層には，単なる二L地条件

整鋳を超えて，積極酌な酪農経

営の合理化，魯種生産手段装鋳

の拡大強化という薗に刺戟白日作

用を与えている。　（北海道農地

開拓部潤「北海這における農地

交換分合」35無2指参照）

戦後北海道農業

の経済成長と

開発投資模型

北大直島

　黒柳俊雄

　1　問　題；㊨19の年以降約

憩年問の北海遣農業の経済成長

過程を動態酌に計測す可く，①

生産（投入，産出，投入産出比率）

②分醍（所得）の側面での童な

指標を取り，主としてその経済

威長率計測を試み，悶題を指摘

した♂B幻の闘題を通じ，北海

道経済の成長を織り込んだ農・

非農業均衛成長Mode1とそれ

に必要な灘業間投資配分摸型を

試算した。

　藍　結　果；当期間に於て，

北海道農業は，府県と相対的に

資源醍分の変化が不適切であっ

た（労働減少率，土地及資本沓

成長率がいずれも小であった）。

叉それがニヒ地構成の成長率小と

い5媒介を通じて技術導入テン

ポを規制し，作物収入減少の劇

に嚢畜収入の旗長が伸びず，一

方，第二次産業発達の遅れが・

偽装均衡水準を府県と相対的に

高くしている反張，それが農家

瓶霧の威長を低位にしている。

投資配分は，主に農業から他へ

の　Labor　Shift，　生産沼三の3麹

擁弓長の必要性にかんがみ，

Labor　Shlfち資本係数等の差

を考慮して，一応6つのケース

を試算した。

北海道開発投資
配分模型について

北大観経

　京野頼一

　北海道産業陽子の将来の姿を

引いて菟るための前提たる投資

配分認画のモデル・ビルを，線

型言i画．（ここでは動学酌隷型計

画となる）を適用して試みた。

即ち，餐産業部門で生産過程に

投入する啄門田並びに資；日量，



及各産業部門に於て雇傭する労

働量に関する制約条件を設け

て，それら諸制約条件の下で計

薩全期閥を通じての所得増加額

の累計を最大にする如き期別♂

産業部門配分計画である。喰う

迄もなく，これは投資南分計颪

の一試論たるに過ぎない。他の

方法で配分計画の樹立も可能で

あり，叉線型漂画に持込むにし

ても他の構成方法があり得るで
の　　ザ　　わ

めつり。

　尚このモデルでは単純化する

ためにいくつかの仮定を置いて

いるが，それはモデル構成のた

めの必要条件でなく，それら諸

仮定をゆるめたときには，モデ

ルが漢雑化するだけであること

を附言しておく。

北海道に於ける

馬格改良の過程

～その担手の推移を
　　　　中心として～

北大農経
　榎　　　　勇

　明治の初期から昭和IQ年頃ま

での北海道に於ける馬絡改良の

過程は，その担手を中心として

みた場含4つの時期に分けられ

るが，各期について概説すれば

次の如くである。

　（1）開拓使官営牧場中心時代

（～羽口19年道庁種蜜場設畷ま

で）。駄載用馬として優れた「土

産馬」を抹殺し，すべてを洋種

系馬に替えようとする。アメリ

カントロツタ一種等の洋種馬を

喜入，種馬の民闘貸与，去勢の

奨励をなす。しかし種牡馬の不

足と，　「圏馬法」などによる原

始的飼養法のため成績あがら

ず。

　（2）道庁種畜場中心時代（～

曙治39年馬政局種馬牧場設置ま

で）。改良種馬をペルシュロζ，

トロツター種の2種に統一，所

謂r農トロ」を創出。多数の種

牡馬を民間に貸与。プラウ農法

の普及と相挨って改良大いに進

む。特に強大な翰曳力をもつた

ペルシユロソ種雌馬増大す。

　（3）馬政局種馬牧場中心時代

（～大1次世界大戦後の軍縮期

に入るまで）。北海道がわが国

馬蕊地として重要な地位を占め

るに至ったこと，その北海道の

焉が軍馬としては歓迎されない

ペルシユロソ種などの重種系馬

に改変されつつあったこと，な

どのため，馬匹改良の主導権は

軍によって掌握さる。軍は当時

濃1耕罵としては歓迎されなかっ

たアングロノルマン種等の中間

種増殖政策を強行す。

　（4）蓄産組合中心時代（～日

支事変まで）。　軍縮期に入り，

風格改良の主導権は漸く瞬間の

手に帰するところとなったが，

それは漸く生晒者の利益擁謹機

関にまで成長した畜産組合によ

って担われることとなった。と

ころでこの頃になると北海道に

於ける馬産は，大部分農家によ

つて副業的に，役繁兼用という

形でなされるに至っていたが，

他方その消流は大半，府県市

場へ依存するに至っていた。従

って罵販改良の方針は，同一値1

体の罵が道内で使用される襲耕

馬としての要請に応ずるもので

あると同時に，騰宣布場の要講

（北海道のそれとは著しく異な

る）にも応ずるものであること

が必要であった。しかしてその

結果：「日塞釧路種」の如き，わ

が国特有の馬を創串するところ

となった。

アタネ（アイヌ

蕪i）について

北大農経
　林　　善　茂

　アタネは極めて原始的な蕪で

あって，古来アイヌにとって唾

一の栽培野菜であった。それは

穀類，特に票にまぜて撒播する

のが普通であって，粟の除草の

際にアタネの間引を行うと，収

襲時には一個50G匁位もある大

型の蕪に成長した。収穫後は家

の傍に土室を掘って貯蔵し，冬

から春にかけて越年野菜として

利用した。調理の方法は，蕪を

三つか四つに切託って，魚獣の

肉と共に汁に入れたり，或は単

独に煮てたべたが，特に煮つめ

てたべると柔くて甘味のあるも

ので，間食として好んで用いら

れた。また豆を煮る場合にアタ

ネを薄く切って入れると，甘い

煮豆が出来た。なお葉も根から

切離して，軒下に吊下げて蔭干

し，冬季に汁に入れたり，魚や

肉にまぜてたべた。　アタネは

7，80才の老婆ならば四賀培の

経験があり，彼女らの中にに現

在でも稀に栽培している者もあ

るが，多くはこれら老婆の死亡

とともに栽培されなくなり，殆

んど消減寸前の状態にある。
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